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ア ッ ラーの 使徒 ムハンマド 


參 その 系譜と 生い立ち： 

彼の 名は ムハンマド. ブン. アブ ドッ ラー. ブン. アブ ドルム ッタ リブ. ブン. ハーシ 
ム 1 で、 母親は アー ミナ. ピント. ワハブ です。 所謂 “ 象の 年” 2 である 西暦 570 年に 生誕 
しました が、 父親 アブ ドッ ラーは アー ミナが 彼を 妊娠 中に 亡くなりました。 それで 祖父の 
アブ ドルム ッタ リブが 彼の 後見人と なりました が、 彼が 6 才の 時に 母親の アー ミナ も 亡く 
なりました。 そして 祖父の アブ ドルム ッタ リブが 亡くなった 後は、 祖父の アブー •ター リ 
ブが 彼の 後見人 となり ま した。 

ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 高徳と よい 人格を 備えつつ 成長し、 
人々 から “ アミー ン （誠実、 真摯な 人)” という 仇名で 呼ばれました。 そして 40 才の 時に 
ヒ ラー 洞窟に おいて 啓示を 受け、 真理が 彼に 到来した のです。 

それから ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 人々 をアッ ラーと その 使 
徒への 信仰と、 アッ ラーの みを 崇拝す る ことへ と 誘い 始めました。 彼は 様々 な 迫害を 被り 
ましたが、 アッ ラーの 勝利を 待って 忍耐し 続けました。 そして マッカから マデイーナ へと 
聖遷 した 後に 様々 な 法 規定が 定められ、 イス ラームは 強大 化し、 完遂され たのです。 

ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） はヒ ジュラ 暦 11 年の ラビ ーウ .ア 
ル = アウ ワル 月の 月曜日、 63 才で 亡くなりました。 そして アッ ラーからの メッセージを 明 
瞭な 形で 伝え、 その 共同体に 全ての 善を 示し、 かつ 全ての 悪を 警告した 後に、 崇高な 主の 
御 許に 召された のです。 彼に アッ ラーから の 祝福と 平安 あれ。 

• その 特性： 

預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 最後の 預言者、 諸 使徒の 長 
であり、 アッ ラーを 畏れる 者たち の 導師です。 また その メッセージは 人類と ジン 3 —般を 対 
象と して おり、 アッ ラーは 彼を 全世界への 慈悲と して 遣わされました。 またわず か 1 晩で 
エルサレムまでの 奇跡の 旅行と、 天界 への 訪問を 行いました。 また アッ ラーは、 彼を 預言 


1 訳者 注： 「ブ ン」 とは アラビア 語で 「〜の 息子」 という 意味です。 

2 訳者 注： 「象の 年」 とは 当時の エチオピア 帝国の 占領下に あった イエメン 総督 アブ ラ ハが、 マッカの ハ 
ラーム •モスク 破壊を 目論み、 象で 編成され た 軍を もって マッカ 侵入を 試みた 事件が 起きた ことに 由来し 
ます。 

3 訳者 注： 精霊 的 存在。 
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者 性と 使徒 性を も って お呼びに なり ま した 4 。 


ジャー ビル （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福 
と 平安 あれ） はこう 言いました： 「私は、 私 以前には 誰も 与えられなかった 5 つの ものを 
与えられた： つまり 1 ヶ月 先の 旅程までの 敵は 私に 対して 恐れを なし、 それに よって 私は 
援助され ている。 また 私の ために （全ての） 地面が モスクと なり、 清浄な ものと なった。 
ゆえに 私の 共同体の いかなる 者 も、 サラ ー （礼拝） の 時間が 来たら （好きな 所で） サラ ー 
(礼拝） する の だ。 また 私 以前には 誰に も 合法化され なかった 戦利品が、 私には 合法化 さ 
れ た。 また 私には （審判の 日の） とりなし 5 * が 与えられた そして 預言者と いう ものは その 
民 だけに 遣わさ れ ていたが、 私は 人類 一般に 遣わさ れ たので ある。」 （アル = ブ ハー リーと 
ムス リ ムの 伝承り 

また 預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が 共同体 内の 他の ムス リ 
ム に対して 例外的に 有する 特質と して、 次の よう な ものが あり ます： 連続 的な サウ ム （斎 
戒)。 マハル （持参金） なしの 結婚。 5 人 以上の 女性と 結婚す る こと。 サダ カ （施し） を受 
け 取らない こと。 他の 人々 の 聞こえな いものを 聞く ことができる 能力。 ジブリール （彼に 
平安 あれ） をアッ ラーが 創造され た 形に おいて 見た ように、 人々 が 見えない ものを 見る こ 
とがで きる 能力。 遺産を 残さない こと。 

參 啓示の あけぼの： 

信仰者た ちの 母アー イシ ャ （彼女 にアッ ラーの ご 満悦 あれ） はこう 言いました： 「アッ 
ラーの 使徒への 啓示は 当初、 睡眠 中の 正夢から 始まりました。 彼の 見る 夢は 全て、 黎明の 
ごとく 明らかに 現実化し ました。 それから 孤独を 好み 始め、 ヒラー 洞窟に 引き こもる よう 
になり ました。 そして そこで 幾晚か 崇拝 行為に 没頭して は、 家族の もとに 戻り、 そこで 食 
糧 などを 蓄えて は 再び 洞窟に 戻り、 そして また 彼の 妻 ハ ディージ ャ. ピント. フワ イリ 
ド. ブン. アサ ド. ブン. アブ ド ルウ ッザー （彼女に アッ ラーの ご 満悦 あれ） の もとに 戻 
って 同じく らいの 期間に 必要な 量の 蓄えを 携えて ゆく、 という ことを 繰り返して いました。 
こ の 習慣は、 ヒ ラー 洞窟に おいて 彼の もと に 真理が 訪れる ま で 継続 しました。 その 時 彼の 
もと を 天使が 訪れて、 こう 言った のです： “読 むの だ。” ムハンマド （彼に アッ ラーから 
の 祝福と 平安 あれ） は 答えました： “ 私は 読む ことができません。” 7 

ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は （私に こう） 言いました：“ する 
と 彼 （天使、 すなわち ジブリール）” は 私を 掴み、 覆い かぶ さって 締め付けて きたの だ。 
そして 私が とても 苦しくな ると、 彼は 私を 離して こう 言った： “読 むの だ。’’ 私は 言った： 

“ 私は 読む ことができな いの だ。” する と 彼は また 私を 掴み、 覆い かぶ さって 締め付けて 


4 訳者 注： つまり 文字通り 彼を 「預言者」 あるいは 「使徒」 とお 呼びに なった こと。 

5 訳者 注 ： 詳しくは 「イ ー マーンの 基幹- ⑤ 最後の 日 への 信仰」 の 章 「とりなし」 の 項を 参照の こと。 

6 サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー （ 335) 、 サ ヒー フ •ムス リム （521)* 

訳者 注： 波は 文 K でした。 
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きた。 そして 彼は 私を 離す と、 こう 言った： SD 創造を 行われた あなたの 主の御名 によって 
読め。 （かれは） 人間を 一滴の 凝血から お 創り に なられた。 読む の だ。 あなたの 主は この 
上な く 寛大な お 方で ある。 03 (96:1 — 3) 

それから アッ ラーの 使徒 （彼に ア ッ ラーから の 祝福と 平安 あれ） は 心を 恐怖で おののか 
せつつ、 その 啓示と 出来事を 携えて 家に 帰りました c そして ハ ディージ ャ. ピント. フワ 
イリ ドの もとに 行く と、 言いました：“ 私を 包んでくれ。 私を 包んでくれ。” そして 彼は 彼 
の 恐怖が 去る まで、 （衣服な どで） 包み込まれました。 それから ハ ディージ ャ に、 彼の 身 
に 起こった ことの 顛末を 話しました：“ 私は （この 出来事に より、 自分が どう なって しま 
うの か） 恐く なって しまった。” すると ハ ディージ ャは 言いました：“ いいえ、 アッ ラーに 
かけて。 アッ ラーは あなたを 辱める ような ことは、 決してな されません。 あなたは 親類 縁 
者に 良くし、 身寄りの ない 弱者を 助け、 貧者に 与え、 客人には もてなし、 不幸に 襲われた 
人たち の 力になる のでは あり ません か。” 

そして ハ ディージ ャは ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） を 連れ、 

彼女の いと この ワラ カ. ブン. ナウ ファ ル • プン • アサ ド. ブン. アブ ドル ウッ ザ ーの も 
とへ と 赴きました。 彼は イス ラーム 以前の 無明 時代に キリス ト教を 受け入れた 男で、 ヘプ 
ライ 語で 書物を 記し、 福音書 もへ ブライ 語で 書いて いました。 また 彼は 非常に 高齢で、 既 
に 視力を 失って いました。 ハ ディージ ャは 彼に 言いました： “ 叔父さんの 息子よ、 あなた 
の 兄弟の 息子の 話を 聞いて ください。” ワラ カは 聞きました： “ 我が 兄弟の 息子よ、 あなた 
は 何を 見た のか？” それで アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 彼に、 
彼の 見た ものに ついて 語り 聞かせ ま した。 

すると ワラ カは 言いました： “ これは アッ ラーが ムーサーに 下した のと 同じ 啓示 だ。 あ 
あ 私が 若者であった なら！ そして あなたが 民に よって 追い出される 時に、 私が 生きながら 
えていたら！” すると ァッ ラーの 使徒 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言い まし 
た：“ 人々 は 私を 追い出す のです か？” （ワラ カは） 言いました：“ ああ、 あなたが もたら 
された よ うな ものを 携えて きた 者は 皆、 人々 に 敵対され るの だ。 もし その 時まで 私が 生き 
ていたの なら、 あなたを 手厚く 擁護した の だが。” その後 間もなく して ワラ カは 亡くなり、 
啓示 も 中断し ました。」 （アル = ブ ハー リーと ムス リム の 伝承 8 ) 

• 彼の 妻たち： 

所謂 “ 信仰者の 母たち” は、 現世と 来世に おいて 預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーから 
の 祝福と 平安 あれ） の 妻たち です。 彼女たち は 皆 ムス リムで 善良 かつ 清浄、 純粋で あり、 
貞節に 関わる よう な 全ての こと において 無実です。 彼女たち は 以下の 者たち です： 

ハ ディージ ヤ. ビン ト .フワ ィリ ド。 ァ. 一- f シヤ. ピント. アビー. バ クル。 サウダ. 

8 サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー （3)、 サ ヒー フ •ムス リム （160)。 文章は ムス リムの もの。 
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ピント. ザ マ ア。 ハ フサ. ピント. ウマル。 ザイ ナブ. ピント. フザ イマ。 ウン ム. サラ 
マ。 ザイ ナブ. ピント. ジャハ シュ。 ジュ ワイ リー ヤ. ピント. アル = ハーリス。 ウン 
ム .ハ ビー パ. ピント. ア ビー. スフ ヤーン。 サフィ ーヤ .ピント. フ ヤイ。 マイ ムー 
ナ. ピント. アル = ハーリス （彼女たち 全てに アツ ラーの ご 満悦 あれ)。 

彼女たち の 内、 預言者 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 逝去 前に 他界した のは 
ハ ディージ ャと ザイ ナブ. ピント. フザ イマの 2 人の みで、 他の 妻たち は 皆 彼の 逝去 後に 
亡くなり ま した。 

彼女たち の 内で 最良の 妻は ハ ディージ ャと ア^ 一^ f シャ です。 彼女たち 全員に アツ ラーの 
お 悦びが あり ますよう に。 

• 使徒 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 子供たち： 

1 一 使徒 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 3 人の 息子を 授かり まし 
た。 アル = カース イムと アブ ドツ ラーを ハ ディージ ャ から、 イブ ラー ヒー ムを女 奴 隸のコ 
プ ト人 マー リヤ から 授かり ま したが、 全員 夭折し ました。 

2 ■方 娘たち はと いえば、 ザイ ナブ、 ル カイヤ、 ウン ム .クルス ーム、 ファーティマ 

の 4 人を ハ ディージ ャ から 授かり ました。 ファーティマ 以外の 3 人は 全員 預言者 ム ハン マ 
ド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 逝去 前に 亡くなり、 ファーティマ のみが 彼の 
他界 後まで 存命し ました。 彼女たち は 皆 ムス リマ （ムス リムの 女性 形） であり、 善良で 潔 
癖です。 彼女たち 全員に アツ ラーの お 悦びが あり ますよう に。 

• 使徒 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の テ ハーバ （教 友たち）： 

使徒 ムハンマド （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） のダノ 、ーバ （教 友たち） は 最良 
の 世代で あり、 全ての 共同体に おいて 比類ない 卓越 性を 備えて います。 アツ ラーは 彼らを 
その 預言者に 連れ添わせる ために 選ばれ ま した。 そ して 彼らは イス ラームの 大儀の ために 
守り、 援助し、 財と 生命を もって ァツ ラーの 道の ために 努力 奮闘し ました。 ァツ ラーは 彼 
らをお 悦びに なり、 彼ら もまた アツ ラーに 満足し ました。 ま fz ムハー ジノ Hi アンサー ル 9 \ こ 
優越して います。 

アブ ドツ ラー. ブン .マス ウー ド （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 預言者 （彼に アツラ 
一からの 祝福と 平安 あれ） が こ う 言った と 伝えて います： 「最良の 人々 は 私の 世代で あり、 
それに 次ぐ のが その 次の 世代、 それに 次ぐ のが その また 次の 世代で ある。 それから シャハ 
ー ダ （信仰告白） を 何 かの 誓いに 合わせ 用い、 何 かの 誓いに シナ ハーグを 合わせ 用いる よ 


9 訳者 注： 「ムハー ジル」 は マッカから マデイーナ へと 宗教 迫害を 逃れて 移住した 信仰者で、 「アンサー 
ル」 は 彼らを マデイーナで 迎え入れ、 財 や 住居な どの 物質的 側面と 精神的 側面から 援助した 信仰者たち a 



うな 人々 が 現れる であろう 女 1 10 (アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 11 ) 


• サ ハーパ (教 友たち） に対する 敬愛： 

全ての ムス リムは テ ハー ハ'、 （教 友たち） 全員を 心で もって 愛し、 舌で もって 讃 え、 彼ら 
を 慈しむ と ともに 彼らの ために アツ ラーからの お赦 しを 請 う 義務が あり ます。 また 彼らの 
間に 起こった 諍いな どに 対して 口を 慎み、 彼らを 誹謗したり しては なりません。 というの 
も-グハ ー ノ、' '(教 友たち） には 様々 な 功績 や 美点、 善行 や徳 業が あり、 また アツ ラーと その 
使徒を 従順 さを もっ て 援護し、 ア ツ ラーの 道に おいて 努力 奮闘した から です。 ま た 彼らは 
イス ラームの 布教に 献身し、 移住し、 援助し ましたし、 アツ ラーの お 悦びを 求めて その 道 
において 財と 生命を 投げ 打ちました。 ア ツ ラーが 彼ら 全員を お 悦びに なり ますよう に。 

1— 至高の ア ツ ラーは 仰 りました： SD そ して ス ハー ジルー ンと アンナ ーノジ 2 の 先駆けた 先 
人たち と、 Y フテ ーン 3 を もって 彼らを 踏襲した 者たち は、 アツ ラーが お 悦びに なられ、 
彼ら も アツ ラーに 満足す る。 そして （アツ ラーは） 彼らの ために、 その 下を 河川が 流れる 
天国を ご用 意され た。 彼らは そこに 永遠に 留まる。 それ こそは この 上な く 偉大な 勝利な の 

だ。 03 (ク ルアー ン 9 : 100) 

2 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： SD そして 信仰し、 移住し、 アツ ラーの 道に おいて 
奮闘した 者たち。 また 住処を 提供し、 援助した 者たち。 彼ら こそは 真の 信仰者で ある。 彼 
ら には （アツ ラーからの） お赦 しと、 天国の 報奨が あろう。 03 (ク ルアー ン 8: 74) 

3 — アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 
(彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： “ 私の-グハ ーバ （教 友） を 誹謗し 
ては ならない。 私の ザハーバ' (教 友） を 誹謗して はならない。 その 御手に 我が 魂が 委ねら 
れ ている お 方に 誓って。 例え あなた 方の 誰かが ウフ ド 山 ほどの 金塊を 施した と しても、 そ 
れはサ ノ 、ー ノヽ '' (教 友） の 1 人が 施した ものの 両手 いっぱいの 量、 あるいは その 半分 ほどに 
も 及ばない の だから。 •(アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承 L4 ) 


10 訳者 注： つまり § らの 誓いの. 言葉を 高めた いがため に シャハ ー ダの 言葉 「ラー. イラ ー ハ •イッ ラッ 
ラー、 ムハンマド ウッラ スール ッ ラー （アッ ラー 以外に 真に 崇拝すべき ものは なく、 ムハンマドは アッ ラ 
一の 使徒で ある、 という イス ラーム 信仰の 要で ある 信仰告白の. 言葉）」 を 発し、 あるいは 自らの シャハ ー 
ダの 信憑性を 高めた I 、がた めに 誓いの 讀 葉を 併せ用いる ような、 信仰心が 堅圊 でない よう な 人々 のこと 
11 サ ヒー フ .アル =プ ハーリー （2652)、 サ ヒー フ .ムス リム （2533)。 文章は アル = ブ ハーリーの もの。 
12 訳者 注 ： 詳しく は 訳者 注 9 を 参照の こと。 

13 訳者 注： 詳しくは 「6. イス ラーム」 の 章を 参照の こと。 

1-1 サ ヒー フ. アル =ブ ハーリー （3673)、 サ ヒー フ •ムス リム （2540)。 文章は ムス リムの もの，， 
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